
シリーズ４年上第１０回・くわしい解説
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 1

(1) 次のような小数があったとして， ア．イウ

一の位を８にして， ８．イウ

０.１の位（小数第一位）を２にして， ８．２ウ

０.０１の位（小数第二位）を４にすると， ８．２４

８.２４ という小数ができ上がります。

(2) 次のような小数があったとして， ０.アイ

０.１の位（小数第一位）を５にして， ０.５イ

０.０１の位（小数第二位）を１３にするということは，イの部分に３がくるように

するのですから，「１３」のうちの「１」は，イの１つ左の位の，５のところにきます。

「５」だったところに「１」がくるので，「６」になり，

０.６３となります。 ０.６３

１
(3) と ０.０１ とは，同じ数です。

１００

１
ですから， が４５個集まった数というのと，０.０１が４５個集まった数とい

１００

うのは，同じことです。

０.０１が４５個集まると，０.４５ になります。
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 2

(1) ０.６ (2) ３.２ (3) ３.５４

＋ １.７ － ２.５ ＋ ４.１６

２.３ ０.７ ７.７０

↓

７.７

(4) ２.１０ (5) ８.６０ (6) ７.００

－ １.３５ ＋ ３.４４ － ３.６２

０.７５ １２.０４ ３.３８
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 3

(1) １０００ｇ＝１kgですから，１０００でわればｇからkgに直すことができます。

４３０÷１０００＝０.４３ ですから，４３０ｇ＝０.４３kgです。

(2) １ｄL＝１００mＬですから，１００倍すればｄLからmＬに直すことができます。

５.４×１００＝５４０ ですから，５.４ｄL＝５４０mＬです。

(3) kmで求めるのですから，３８００ｍをkmに直します。

１０００ｍ＝１km ですから，１０００でわればｍからkmに直すことができます。

３８００÷１０００＝３.８ ですから，３８００ｍ＝３.８kmです。

よって，２.９km＋３８００ｍ＝２.９km＋３.８km＝６.７kmになります。

(4) dＬで求めるのですから，３.７ＬをdＬに，１８００mＬをdＬに直します。

１Ｌ＝１０dＬですから，１０倍すればＬからdＬに直すことができます。

３.７×１０＝３７ ですから，３.７Ｌ＝３７dＬです。

また，１００mＬ＝１dＬ ですから，１００でわればmＬからdＬに直すことができま

す。

１８００÷１００＝１８ ですから，１８００mＬ＝１８dＬです。

よって，３.７Ｌ－１８００mＬ＝３７dＬ－１８dＬ＝１９dＬになります。
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 4

３
(1) ３２ｇの とは，３２ｇを８個に分けたうちの３個ぶんです。

８

よって，３２÷８×３＝１２（ｇ）になります。

(2) １ｍ＝１００cmですから，１００倍すればｍからcmに直すことができます。

３.６×１００＝３６０ ですから，３.６ｍ＝３６０cmです。

８
よってこの問題は，３６０cmの が何cmかを求める問題になりました。

９

８
３６０cmの とは，３６０cmを９個に分けたうちの８個ぶんです。

９

よって，３６０÷９×８＝３２０（cm）になります。
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 5

１ １ １
(1) km＝１kmの ＝１０００ｍの ＝（１０００÷５）ｍ＝２００ｍ

５ ５ ５

８ ８ ８
(2) 時間＝１時間の ＝６０分の ＝（６０÷１５×８）分＝３２分

１５ １５ １５

７ ７ ７
(3) kg＝１kgの ＝１０００ｇの ＝（１０００÷４×７）ｇ＝１７５０ｇ

４ ４ ４

１１ １１ １１
(4) ｄL＝１ｄＬの ＝１００mＬの ＝(１００÷２５×１１) mＬ＝４４mＬ

２５ ２５ ２５
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 6

７ １
(1) ７÷２＝３ あまり １ なので， ＝３

２ ２

２３ ３
(2) ２３÷４＝５ あまり ３ なので， ＝５

４ ４

１ ７
(3) ３×２＋１＝７ なので，２ ＝

３ ３

４ ３９
(4) ７×５＋４＝３９ なので，５ ＝

７ ７



- 8 -

シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 7

５ ８ １３ ４
(1) ＋ ＝ ＝１

９ ９ ９ ９

２ ４ ７ ４ ３
(2) ２ －１ ＝１ －１ ＝

５ ５ ５ ５ ５

４ ７ １１
(3) ２ ＋４ ＝６ ＝７

１１ １１ １１

３ ８ ３ ５
(4) ５－１ ＝４ －１ ＝３

８ ８ ８ ８

１ ４ ６ ８ ４ ６ ４ ６ １０ ３
(5) ５ －２ ＋１ ＝４ －２ ＋１ ＝２ ＋１ ＝３ ＝４

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７

２ ３ ４ ２ ７ ２ ２
(6) ６ － １ ＋２ ＝６ －３ ＝６ －４ ＝２

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 8

(1) 三角形の三つの内角の和は１８０度ですから，アは，

１８０－（１０７＋３４）＝３９（度）になります。

(2) 外角の定理を利用すれば，イは ５６＋６６＝１２２（度）

と，簡単に求めることができます。

三角形の内角の和が１８０度であることを利用して，

右の図の●は １８０－（５６＋６６）＝５８（度），

イは １８０－５８＝１２２（度）と求めてもＯＫです。

(3) ＡＢとＡＣが等しいので，三角形ＡＢＣは二等辺三角形です。

角Ｂと角Ｃが等しいので，どちらも６９度になります。

三角形の内角の和は１８０度ですから，ウの角の大きさは，

１８０－６９×２＝４２（度）になります。

(4) 右の図のかげをつけた三角形に注目すれば，

●は １８０－（９０＋２６）＝６４（度）で

あることがわかります。

また，右の図のかげをつけた三角形は，ＢＤと

ＣＤが等しい二等辺三角形です。

よって，右の図のように，エとエは同じ大きさ

です。

外角の定理により，エとエの和，つまり，エ２つぶんが６４度になりますから，

エは ６４÷２＝３２（度）になります。

107°

34°ア

56°

66°
イ

56°

66°
イ

●

ＣＢ
69°69°

ウ

●
26°

エ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

26°

エエ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
64°

Ａ
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 9

三角定規には，右の図のような３０度・６０度・９０度の

三角定規と，

４５度・４５度・９０度の三角定規の，２枚の三角定規が

あります。

２枚の三角定規を重ねて書いた右の図の，●の角の

大きさを求める問題です。

かげをつけた三角形に注目して，内角の和は１８０

度ですから，●は，１８０－（３０＋４５）＝１０５（度）

になります。

※ 三角定規を重ねた問題では，ほとんどの問題の答えが，１５度を何倍かした角度

（１５・３０・４５・６０・７５・…）になります。

30° 60°

45° 45°

45° 45°30° 60°
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 10

(1) ひし形は，４辺の長さがすべて同じです。

よって，右の図のかげをつけた三角形は，

二等辺三角形です。

よって，☆は２８度になります。

●は，１８０－２８×２＝１２４（度）です。

したがって，アも１２４度になります。

(2) 平行四辺形は，向かい合った角の大きさは等しい

ので，右の図の★は１２４度です。

かげをつけた三角形に注目すれば，イの角の大き

さは，１８０－(３２＋１２４)＝２４（度）になり

ます。

ア

28°

●

☆

124°

32°
★

イ
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 11

(1) 台形の面積

＝（上底＋下底）×高さ÷２

＝（７＋９）×６÷２

＝４８（cm2）

(2) ひし形の面積

＝対角線×対角線÷２

＝９×１４÷２

＝６３（cm2）

基本 12

(1) 平行四辺形の底辺をＢＣである２０cmにすると，高さは２４cmです。

平行四辺形の面積＝底辺×高さ＝２０×２４＝４８０（cm2）になります。

(2) 平行四辺形の底辺をＣＤである３２cmにすると，高さはＢＥになります。

平行四辺形の面積＝底辺×高さ＝３２×ＢＥ で，それが(1)で求めた通り，

４８０cm2になります。

よってＢＥの長さは，４８０÷３２＝１５（cm）になります。
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

基本 13

(1) １ｍ＝１００cmですから，１ｍ2＝（１００×１００）cm2＝１００００cm2

よって，３ｍ2＝３００００cm2

(2) １kｍ＝１０００ｍですから，

１km2＝（１０００×１０００）ｍ2＝１００００００ｍ2

よって，７km2＝７００００００ｍ2

(3) １a＝１００ｍ2ですから，１５a＝１５００ｍ2

(4) １ha＝１００aですから，２.２ha＝（２.２×１００）a＝２２０a

(5) １ｍ＝１００cmですから，１ｍ2＝（１００×１００）cm2＝１００００cm2

よって，３００cm2＝（３００÷１００００）ｍ2＝０.０３ｍ2

(6) １km2＝１００haですから，４.６km2＝（４.６×１００）ha＝４６０ha

(7) １ｍ＝１００cmですから，１ｍ2＝（１００×１００）cm2＝１００００cm2

よって，０.０４ｍ2＝（０.０４×１００００）cm2＝４００cm2

１７００cm2＋０.０４ｍ2＝１７００cm2＋４００cm2＝２１００cm2

(8) １a＝１００ｍ2ですから，４３００ｍ2＝（４３００÷１００）a＝４３a

１ha＝１００aですから，０.０７８ha＝（０.０７８×１００）a＝７.８a

よって，４３００ｍ2＋０.０７８ha＝４３a＋７.８a＝５０.８a
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

練習 1

長方形のまわりの長さは，（たて＋横）×２ で求めることができます。

まわりの長さが４６cmなので，（たて＋横）×２＝４６ となります。

よって，たて＋横＝４６÷２＝２３（cm）です。

また，たての長さが横の長さより７cm短いと

書いてあったので，右のような線分図になりま

す。

たての長さは，（２３－７）÷２＝８（cm）で，

横の長さは ８＋７＝１５（cm）です。

長方形の面積は，たて×横 で求めることができますから，８×１５＝１２０（cm2）

になります。

たて

横

２３cm
７cm
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

練習 2

(1) 容器にペンキが入っていて，容器ごとの

重さをはかると，１.７kg＝１７００ｇでした。

１７００ｇは，ペンキだけの重さではなく，

ペンキと容器を合わせた重さであることに

注意してください。

また，ペンキを半分だけ使って容器ごとの

重さをはかると，９３５ｇでした。

１７００ｇよりも９３５ｇの方が，１７００－９３５＝７６５（ｇ）だけへってい

ます。

へった理由は，ペンキを半分だけ使ったからです。

よって，はじめのペンキの半分の重さが，７６５ｇです。

はじめのペンキの重さは，７６５×２＝１５３０ｇになります。

(2) (1)で，はじめのペンキの重さは，１５３０ｇであることが

わかりました。

ペンキと容器の重さを合わせて，１７００ｇでしたから，

容器の重さは，１７００－１５３０＝１７０（ｇ）です。

kgで答えるので，容器の重さは，０.１７kgになります。

1700ｇ 935ｇ

1700ｇ

1530ｇ
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

練習 3

３
(1) Ａさんが取ったのは，問題文に書いてある通り， ｍです。

５

３ ３
ｍというのは，「はじめのリボンの 」という意味ではありません。

５ ５

３ ３
ｍは，「１ｍの 」という意味です。

５ ５

ところで，１ｍは１００cmです。
３

よって，Ａさんが取ったのは，１００cmの です。
５

３
１００cmの というのは，１００cmを５個に分けたうちの３個という意味ですから，

５

１００÷５×３＝６０（cm）を，Ａさんは取ったことになります。

(2) はじめにリボンは，１.５ｍありました。

１ｍ＝１００cmですから，１５０cmあった，ということです。

Ａさんは，(1)で求めた通り，６０cmを取りました。

Ａさんが取った残りは，１５０－６０＝９０（cm）です。

５
Ｂさんは，残りの より２.５cm短く取りました。

６
５

Ｂさんは，９０cmの より２.５cm短く取ったことになります。
６

５
９０cmの は，９０÷６×５＝７５（cm）ですから，

６

Ｂさんが取ったのは，７５－２.５＝７２.５（cm）です。

Ａさんが取ったときに，９０cm残っていて，そこからＢさんが７２.５cm取ったので

すから，Ｂさんが取ったあと，９０－７２.５＝１７.５（cm）残りました。
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

練習 4

(1) 右の図のかげをつけた三角形は，二等辺三角形です。

なぜなら，右の図の●と●は正三角形の一辺なので

同じ長さになり，

右の図の●と●も，正方形の一辺なので同じ長さ

です。

よって，右の図の●と●も，同じ長さになるので，

かげをつけた三角形は二等辺三角形になります。

二等辺三角形なので，右の図の★と★は同じ角度

になります。

正方形の１つの角は９０度で，正三角形の１つの角

は６０度ですから，右の図の☆の角の大きさは，

９０－６０＝３０（度）です。

よって，★は，（１８０－３０）÷２＝７５（度）になります。

ところで(1)は，角ＣＤＥの大きさを求める問題です。

角ＣＤＥとは，角Ｃと角Ｄと角Ｅを求めるということ

ではありません。

右の図の太線のように，Ｃ・Ｄ・Ｅとなぞっていけば

わかる通り，★の角の大きさを求める問題です。

よって答えは，７５度になります。

★ ★

☆

★Ｅ
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

(2) 四角形ＡＢＣＤは正方形，三角形ＥＢＣと三角

形ＤＣＦは正三角形なので，右の図の●をつけた

辺の長さはすべて等しいです。

よって，辺ＣＥと辺ＣＦの長さは等しいので，

三角形ＣＥＦは二等辺三角形になります。

アは ９０－６０＝３０（度），イは正三角形なので

６０度ですから，アとイの和は ３０＋６０＝９０（度）

です。

よって，三角形ＣＥＦは直角二等辺三角形になり，

右の図のかげをつけた角度は，

（１８０－９０）÷２＝４５（度）です。

また，(1)で右の図の★の角度は７５度であることが

わかっています。

(2)は，角ＤＥＦ（右の図の☆）を求める問題でした。

よって答えは，７５－４５＝３０（度）になります。

※ このような正方形と正三角形を重ねた問題では，ほとんどの問題の答えが，１５

度を何倍かした角度（１５・３０・４５・６０・７５・…）になります。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

ア イ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

ア イ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

ア イ

★ ★

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

ア イ

☆
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

練習 5

(1) 右の図は，長方形から2つの正方形を取りのぞい

た図形なので，★，☆の四角形は，正方形になりま

す。

よって，アは３㎝，イは７㎝になります。

右の図のかげをつけた部分は台形です。

上底は，３＋３＝６（㎝）です。

下底は４㎝です。

高さは，３＋５＝８（㎝）です。

この台形の面積は，

(上底＋下底)×高さ÷2

＝(６＋４)×８÷２

＝４０（㎝2）です。

右の図の，かげをつけた部分の面積は，

４０－３×３＝３１（㎝2）になります。

直線ＡＢは，全体の面積を２等分する直線

なので，かげをつけた部分の面積が3３１㎝2なら，

白い部分の面積も３１㎝2です。

よって，この図形の面積は，３１×２＝６２（㎝2）

になります。
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□
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□
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7cm

□
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Ａ

Ｂ

31cm2 31cm2
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

(2) (1)で，この図形全体の面積は６２㎝2であることが

わかりました。

また，右の図の★の面積は，３×３＝９（㎝2）です。

☆の面積は，７×７＝４９（㎝2）です。

よって，右の図のかげをつけた長方形の面積は，

６２＋９＋４９＝１２０（㎝2）です。

長方形のたては，３＋５＝８（㎝）で，長方形の

面積は，「たて×横」で求めることができますか

ら，長方形の横の長さは，１２０÷８＝１５（㎝）

です。

よって，□の長さは，１５－(４＋７)＝４（㎝）になります。
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シリーズ４上第１０回 くわしい解説

練習 6

(1) 校庭は，右の図のような形になっています。

矢印の部分をゴンゴンたたいて，

右の図のような長方形にしても，まわりの長さは

変わりません。

（もちろん，面積は変わります。）

長方形のまわりの長さ

＝（たて＋横）×２

＝（３６＋４５）×２

＝１６２（ｍ）になります。

(2) たて３６ｍ，横４５ｍの長方形の面積から，

校舎の面積を引けば，校庭の面積になります。

３６×４５－１４×３０

＝１６２０－４２０

＝１２００（ｍ2）になります。

１ａ＝１００ｍ2ですから，１２００ｍ2＝１２ａです。

校庭

45ｍ

36ｍ

校庭

45ｍ

36ｍ

校舎

校庭

45ｍ

36ｍ

14ｍ

30ｍ


